
   断絶          

 天正十五 年 三 月六 日 、薩 州 島津 家 の出 城 、 肥後 高 田 （こ う だ） 城 は大 混

乱 で あ った 。 薩 州島 津 家七 代 当主 忠 永（ た だ なが ） が 、島 津 義弘 か ら、 秀

吉 の 軍 を球 磨 川 以北 で くい 止 める よ う命 令 を 受け て 帰 城す る とい う のだ 。

高 田 城 は八 代 の 南、 球 磨川 の ほと り にあ る 。  

 関 白 秀吉 の 度 々の 帰 順勧 告 にも 関 わら ず 、 昨年 の 十 一月 に は島 津 義久 、

義 弘 は 豊後 の 大 友氏 を 攻め 、 その 大 半を 制 し 、勝 利 に 湧い て いた ば かり で

あ る 。  

以 前 に は南 九 州 を義 久 に与 え ると い う格 別 の 条件 で 懐 柔し よ うと し てい

た 秀 吉 もつ い に 業を 煮 やし 、 十二 月 一日 、 「 翌年 春 に は島 津 征伐 を 行う 」

と 国 内 三十 七 ヶ 国に 号 令を 発 し、 周 到な 準 備 を命 じ た のだ 。 その 数 量た る

や 、 人 員三 十 万 人の 一 年分 の 食料 、 馬二 万 匹 分の 飼 料 とい う 膨大 な 量で あ

っ た 。  

 日 本 の端 の 九 州か ら 出た こ との な い島 津 義 久・ 義 弘 であ る 。未 だ に秀 吉

の 気 性 や 権 勢 を 認 識 し て い な か っ た 。 義 久 に は 、 彼 の 幼 い 頃 祖 父 の 忠 良 が 、

客 人 に 彼を 指 し て「 こ の子 は 、や が て九 州 に 覇を と な える 力 量の あ る将 と

な ろ う 」と 言 っ た言 葉 が、 深 く暗 示 とな っ て あっ た 。 彼ら は 天正 十 五年 が

明 け て も豊 後 に 兵を 止 め、 自 身の 勢 力の 拡 大 に努 め て いた 。  

し か し 、武 力 で 圧し て も豊 後 の人 心 は島 津 に 屈し た わ けで は なく 、 何時

離 反 す るか も 分 から な い状 態 であ っ た。  

一 月 二 十五 日 、 島津 攻 めの 先 鋒宇 喜 多秀 家 が 大阪 を 出 発し た との 報 が九

州 に 入 ると 、 足 元か ら 反乱 が 始ま っ た。 そ し てそ れ は ドミ ノ 倒し の よう に

伝 播 し て島 津 氏 に刃 向 かっ た 。や む なく 後 退 を余 儀 な くさ れ た義 久 、義 弘

は 、 三 月半 ば 、 つい に 撤退 し て三 州 の国 の 境 で秀 吉 軍 を迎 え 撃と う と決 め

た 。 し かし 彼 ら は、 そ の退 路 を断 つ ため ゲ リ ラと な っ て襲 う 土地 の 武士 た

ち に 悩 まさ れ る こと に なる 。 結局 、 島津 軍 は 彼ら と 戦 を交 え なが ら 、辛 う

じ て 薩 摩へ と 引 き上 げ る羽 目 にな っ てし ま っ たの だ っ た。  

 忠 永 は三 十 一 才。 二 年前 父 義虎 が 逝去 し 、 後を 嗣 い で間 も なか っ たが 、

義 弘 に 従っ て 豊 後大 友 攻め に 参加 し てい た 。 彼は 秀 吉 軍迎 撃 の命 を 受け 、

主 隊 よ り一 足 早 く豊 後 から 肥 後の 高 田を 目 指 して 出 発 した 。  

空 は 晴 れて い た もの の 冷た い 春風 が 吹く 中 を 、忠 永 は 百騎 ば かり の 兵士

を 従 え て阿 蘇 の 山塊 の 南の 山 中を 駆 け抜 け て 続け て 、 慌た だ しく 高 田城 に

入 っ た 。  

 高 田 城は 居 城 では な いが 、 平地 の 城で 小 さ いな が ら 館が あ る。 突 然の 帰

城 に 、 留守 隊 は 急遽 、 海、 山 の食 材 を運 び こ む。 近 辺 の主 だ った 庄 屋な ど

が 慌 て て挨 拶 に 来る 。 女た ち も忙 し く走 り 回 って い る 。  

 草 鞋 の紐 を 解 いた 兵 士た ち も、 そ れま で 寸 時も 気 の 許せ な かっ た 敵地 で

な い 気 安さ に 快 活に な った 。 久し ぶ りの 風 呂 の後 に は 、球 磨 に伝 わ る香 り

の 強 い 焼酎 が 振 る舞 わ れ、 歌 声も 起 こっ て い た。  



 忠 永 は奥 の 部 屋に ゆ った り と座 っ て、 留 守 隊の 将 山 崎帯 刀 から 豊 臣方 の

情 報 を 聞い た 。  

 「 噂 では 、 二 陣、 三 陣も す でに 大 阪を 出 発 の由 に ご ざり ま す。 三 月一 日

に は 太 閤殿 下 も お出 ま しに な った と か。 そ の 兵は 何 十 万と も 、雲 霞 の如 く

堂 々 の 進軍 の 由 。こ の あた り の豪 族 も動 揺 し て居 り ま すれ ば 、何 時 寝返 る

や も 分 かり ま せ ぬ」  

 忠 永 は、 顔 を しか め て盃 を 口に 運 んだ 。 大 体今 ま で 義久 公 の征 服 欲の た

め に ど れだ け の 犠牲 を 強い ら れて き たこ と か 。一 昨 年 の父 上 の死 と て、 連

戦 の 疲 労 が 原 因 な の だ 。 父 上 は ま だ 四 十 九 才 。 働 き 盛 り だ っ た で は な い か 。

自 分 は 今回 は 一 番に 豊 後を 出 たと は いえ 、 今 また 最 前 線の 守 りを 命 ぜら れ

て い る 。明 日 か らは 迎 撃の 準 備に か から ね ば なら な い 。こ の 戦に 勝 てる と

は 到 底 思え な い 。初 め から 太 閤様 の ご意 向 に 添っ て い れば 、 南九 州 は安 泰

で あ っ た。 こ の よう な 無駄 な 戦は し なく て も よか っ た ので は ない か 。  

 そ も そも 薩 州 島津 家 は九 代 太守 忠 国の 次 弟 用久 が 興 した 家 柄で あ る。 用

久 は 忠 国を 補 佐 した 実 力者 で あっ た 。し か し 祖父 実 久 が、 姉 の夫 で ある 十

四 代 太 守勝 久 の 後継 ぎ とし て 十五 代 太守 を 狙 った が た め、 義 久兄 弟 の祖 父

忠 良 に よっ て 勢 力を 大 きく 削 がれ 、 北薩 に 封 じこ ま れ た。 父 義虎 と て最 初

は 相 良 と組 し て 義久 と 敵対 し たこ と があ っ た のだ 。  

 山 崎 帯刀 を 下 げる と 、忠 永 はた て 続け に 何 杯も 酒 を 煽っ た 。日 焼 けし た

頬 に 剃 刀を 当 て たば か りの 青 い顎 が 、戦 場 か らの 帰 り を物 語 って い る。 酒

気 に 赤 らん だ 眼 差し を 宙に 向 けて 、 彼は 物 思 いに 耽 っ た。  

ふ と 道 中の 敵 意 に満 ち た人 々 の視 線 が脳 裏 を よぎ り 、 頭を 低 くし て 走り

抜 い て 来 た 屈 辱 へ の 怒 り が む ら む ら と 湧 き 上 が っ て 来 た 。 彼 は 手 を 伸 ば し 、

か し こ まっ て 給 仕に 出 てい た うら 若 い土 地 の 娘の 手 を ぐい と 引い て 、隣 室

に 引 き 込む と 、 無言 で 暗闇 に 押し 倒 した 。 娘 も覚 悟 し てい た のだ ろ うか 、

一 言 の うめ き も 洩ら さ なか っ た。  

 

 翌 朝 、忠 永 は 三人 の 間者 を 放ち 、 秀吉 軍 の 最前 線 の 様子 を 報告 す るよ う

命 じ た 。そ れ か ら居 城 出水 の 妻に 手 紙を 書 き 送り 、 こ ちら の 状況 を 知ら せ

る と と もに 留 守 の様 子 の報 告 を求 め た。 ま た 山崎 帯 刀 を呼 び 、近 隣 より 兵

士 を 募 り、 食 料 、武 器 の備 蓄 をす る よう 命 じ ると 、 ふ らり と 縁に 出 て春 の

陽 を 浴 びた 。  

 昨 夜 の 娘 が 静 か に 茶 を 運 ん で 来 た 。 ふ っ く ら と し た 手 を 着 き 一 礼 す る と 、

悪 び れ ず忠 永 を 見上 げ てい る 。こ う した 束 の 間の 平 和 は、 あ と一 月 と続 く

で あ ろ うか 。 忠 永は こ のひ と 時を 深 く味 わ う よう に 、 庭に 向 かっ て 深呼 吸

を す る と 、 振 り 向 い て 無 言 で 頷 い て 見 せ た 。 今 宵 も 参 れ と そ の 眼 は 告 げ た 。  

 

 す で に三 月 一 日に は 秀吉 の 大軍 が 大阪 を 出 立し て い た。 一 行は 、 黄金 の

千 成 り 瓢箪 の 馬 印も 眩 ばゆ い 秀吉 は 言う に 及 ばず 、 そ れぞ れ の将 が 、色 と

り ど り の旗 指 物 に、 美 々し い 鎧を 身 につ け て 、行 列 を 競い 楽 しむ よ うに



悠 々 と 進軍 し て 行く 。 途中 、 安芸 の 厳島 神 社 に参 拝 し 、和 歌 の会 を 催す な

ど と 、 ゆと り の ある 行 進で あ った 。 実際 ト カ ゲを い た ぶる 猫 のよ う に、 後

の 楽 し みに 舌 な めず り をし て いる と いっ た 風 でも あ っ た。  

 海 を 渡る と 進 撃の 大 軍は 二 手に 分 かれ 、 一 手は 羽 柴 秀長 が 率い て 日向 を

目 指 し 、三 月 中 旬に は 、島 津 軍が 放 棄し た ば かり の 豊 後の 府 内（ 大 分） に

入 っ た 。  

 こ れ より 先 、 義弘 は 豊後 撤 退の 兵 を二 手 に 分け 、 先 発の 新 納忠 元 、伊 集

院 久 春 は三 月 十 三日 肥 後に 向 かわ せ 、二 日 遅 れて 、 島 津義 弘 、家 久 、忠 憐

な ど は 日向 を 目 指し た 。  

 途 中 、新 納 忠 元は 、 秀吉 の 先鋒 と なっ て い た竜 造 寺 政家 と 戦端 を 開き 、

つ い に その 尾 牟 田城 を 攻め て 抜い た 。ま だ ま だ島 津 の 力を 誇 示し よ うと し

た 忠 元 た ち は 、 そ の 辺 の 城 を 陥 し な が ら 、 一 旦 隈 本 の 周 辺 に 踏 み 止 ま っ た 。  

 一 方 三月 二 十 八日 、 小倉 城 に入 っ た秀 吉 の 本隊 十 六 万は 、 筑前 よ り肥 後

を 南 下 して 薩 摩 へと 向 かっ た 。こ の 前代 未 聞 の雲 霞 の 如き 大 軍の 威 勢は 、

た ち ま ち九 州 の 豪族 に 伝わ り 、行 く 先々 で 次 々と 人 質 を出 し て降 伏 して 来

た 。 四 月に 入 る と、 ま るで 大 きな 手 で撫 で る よう に 通 過し た 国々 を 征服 し

つ つ 、 秀吉 は ゆ っく り と南 下 する 。  

 合 志 、御 船 に 踏み 止 まっ て いた 島 津軍 は 漸 次後 退 を 余儀 な くさ れ 、陣 地

を 焼 い ては 八 代 に向 か った 。 そし て 島津 征 久 、新 納 忠 元ら は 八代 城 で合 流

す る こ とが 出 来 た。  

し か し その 八 代 城も 長 居は 危 険で あ った 。 も はや 敵 中 の弧 塁 とい う 状況

に な っ てい た 。 四月 十 八日 城 を出 た 彼ら は 球 磨川 沿 い に逆 上 って 薩 摩に 向

っ た 。 この 途 中 でも 、 地元 の 豪族 の 襲撃 を 受 け、 戦 い なが ら 漸く の こと で

人 吉 を 経て 、 薩 摩の 大 口に た どり 着 いた の は 二十 一 日 のこ と であ っ た。  

 こ の 島津 軍 の 散々 な 撤退 の 様は 逐 次忠 永 に 報告 さ れ た。 忠 永は に わか に

不 安 に なっ た 。 秀吉 の 先鋒 隊 がす ぐ そこ ま で 来て い る との 報 も入 っ た。 高

田 か ら 出水 ま で は五 十 キロ 米 以上 は あり 、 途 中、 田 之 浦、 津 奈木 、 水俣 を

通 ら ね ばな ら な い。 下 手を す ると 自 分た ち の 退路 も 断 たれ て しま う 。こ れ

は ぐ ず ぐず し て はお れ ない と 忠永 は 思っ た 。  

 四 月 二 十 日 に 撤 退 し 、 全 員 で 出 水 に 戻 る こ と を 決 め た 忠 永 は 、 夜 な 夜 な 、

不 安 な 日々 を 慰 めて く れた か の娘 に なに が し かの 永 楽 銭と 小 袖を 与 えた 。

そ し て 十九 日 の 夕、 兵 以外 の 使用 人 は城 か ら 退去 さ せ 、全 軍 を招 集 した 。  

 高 田 城放 棄 は 義弘 の 迎撃 命 令に 叛 くこ と に はな る が 、大 勢 は明 ら かで あ

る し 、 義弘 自 体 日向 に 走っ て いる で はな い か 。こ の 上 は、 一 人の 損 傷も な

い よ う 一丸 と な って 、 郷里 出 水に 戻 るほ か は ない と 、 忠永 は 思っ た 。彼 は

集 ま っ た二 百 人 ほど の 兵に 訓 示し た 。 

 「 明 朝、 こ の 城か ら 退去 す る。 こ の度 の 戦 は、 我 々 の知 ら ぬ大 軍 が相 手

で あ る 。無 駄 死 はす ま い。 帰 城を 果 たす ま で は回 り は 全て 敵 と思 い 、油 断

無 く ま っし ぐ ら に出 水 を目 指 し走 る のじ ゃ 。 土地 の 者 との 小 競り 合 いは 無

用 で あ るぞ 」  



そ し て まだ 夜 も 明け ぬ 寅の 上 刻（ 午 前三 時 ） に、 全 員 ひっ そ りと 出 城し

た 。 皆 は無 言 で 、ゆ る い波 の 音や 松 籟を 聞 き なが ら 、 ひた す ら海 沿 いの 細

い 道 や 急な 山 道 を南 下 する の だっ た 。 

 

 忠 永 の一 隊 が 出水 城 に入 っ たの は 、真 っ 赤 な太 陽 が 水平 線 に沈 み 、残 照

が 赤 く 空を 焦 が して い る酉 の 刻（ 午 後六 時 頃 ）で あ っ た。 前 日、 早 馬で 帰

城 を 知 らせ て お いた の で、 迎 えの 用 意は 出 来 てい た 。 ただ 手 をつ い て迎 え

る 女 た ちの 表 情 は何 故 か固 か った 。  

 玄 関 には 妻 の 虎が 二 人の 男 の子 、 虎松 丸 、 千代 菊 丸 を傍 ら に手 を つい て

挨 拶 を する が 、 今日 は 言葉 少 なく 伏 し目 が ち であ る 。 半年 ぶ りに 見 る子 供

た ち も 、よ く 陽 に焼 け た腕 白 そう な 顔を 緊 張 させ て い る。  

 衣 服 を改 め 座 に着 い た忠 永 に、 義 母の 平 御 前が 待 ち かね た 様子 で 足早 に

近 づ き 、当 主 帰 城を 迎 えの 挨 拶を す る。 そ し てそ の 面 も上 げ ずに 涙 を拭 う

の だ っ た。  

 「 忠 隣（ た だ ちか ） が討 死 いた し まし て ご ざい ま す 」  

 嗚 咽 をこ ら え てそ れ だけ を やっ と 言う と 、 たま ら ず 泣き 伏 した 。 忠隣 は

忠 永 の 弟で 、 大 守島 津 義久 の 弟歳 久 の養 子 と なっ て い たが 、 本隊 と 共に 日

向 に 撤 退し て い た筈 だ 。  

 忠 永 は立 ち 上 がっ て 平御 前 の手 を 取る と 、 抱き 起 こ して 隣 室に 下 がら せ

た 。  

 留 守 の将 、 野 田正 澄 が報 告 する 。 忠隣 の 戦 死の 報 は 、一 刻 ほど 前 にも た

ら さ れ たば か り であ っ た。  

そ れ に よる と 、 十七 日 夜、 島 津軍 は 日向 の 根 白坂 の 秀 長軍 を 襲撃 し 、砦

を 一 度 は奪 っ た 。し か し翌 日 は援 軍 が小 早 川 隆景 の 軍 を先 頭 に大 挙 して 襲

い 、 大 激 突 の 後 に 敗 退 し た 。 忠 隣 の 活 躍 は 目 ざ ま し く 奮 迅 の 働 き を し た が 、

流 れ 弾 が腹 部 に 命中 し てし ま った 。 傷口 か ら は滝 の よ うに 出 血し て 、彼 は

家 来 に しき り に 水を 求 めた 。 戦乱 の 中、 家 来 が近 く の 青梅 を 一枝 引 き折 っ

て 差 し 出す と 、 一噛 み して 息 を引 き 取っ た と いう 。 ま だ十 七 才（ 満 十五

才 ） の 若さ で あ った 。  

 弟 の 悲惨 な 最 期を 聞 いて 、 忠永 も 涙を 拭 っ た。 こ の 戦国 の 世で 、 死は 隣

り 合 わ せと は い え若 者 の死 は 痛ま し い。 ま し てや 幼 い 頃か ら 可愛 が って き

た 弟 で ある 。  

 祖 父 実 久 は 、 長 ら く 前 の 大 守 勝 久 、 先 代 大 守 貴 久 と 対 立 し て 戦 っ て 来 た 。

父 義 虎 は 、 敗 退 し て 出 水 に 引 き こ も っ た 祖 父 の 死 後 、 十 七 才 で 後 を 継 い だ 。

義 虎 は 、妻 に 人 吉城 主 相良 義 陽の 娘 を迎 え て 忠永 が 生 まれ た 。し か し永 禄

年 間 、 相良 氏 は 菱刈 氏 を援 け 島津 の 敵と な っ たの だ 。 やむ な く義 虎 の妻 は

城 を 去 った 。 彼 女に は 菱刈 の 内山 野 に二 千 石 の化 粧 料 地が あ った の でそ こ

に 去 っ たの だ っ た。  

 元 亀 元年 、 最 後ま で 島津 氏 に抵 抗 して い た 渋谷 氏 が 降伏 し た後 、 義虎 は

渋 谷 氏 の所 領 の 内か ら 、川 内 川の 北 部を 与 え られ 、 大 守義 久 の嫡 女 平御 前



と の 婚 儀も と り 行わ れ たの だ った 。 長年 の 渋 谷氏 と の 抗争 に 対す る 賞で あ

っ た 。 忠 永 十 四 才 の と き で あ る 。 そ し て そ の 年 に は 忠 永 の 元 服 も 行 わ れ た 。  

 平 御 前は 、 母 と言 っ ても 忠 永よ り 三才 年 上 でし か な い。 鹿 児島 か らは る

ば る 出 水に 嫁 い でき た 平に 、 忠永 は 姉の よ う な親 し み を持 っ たし 、 平も 十

七 も 年 の離 れ た 夫よ り も、 話 しや す い忠 永 を 可愛 が り 話し 相 手に し た。  

 義 虎 と平 の 間 には 、 翌年 忠 隣が 生 まれ 、 そ の後 も 三 男一 女 と五 人 の子 に

恵 ま れ てい た 。 義久 の 弟歳 久 には 男 の子 が な かっ た た め、 忠 隣を 養 子と し

て 、 歳 久の 娘 の 蓮を 娶 わせ る こと に 決め ら れ たの は 、 義虎 の 存命 中 であ っ

た 。 そ し て そ の 婚 儀 も 昨 秋 行 わ れ た ば か り で あ る 。 蓮 は 二 才 年 上 の 十 九 才 。

こ れ か らが 華 と いう 時 に、 は や未 亡 人で あ る 。  

 

 後 の 話に な る が、 実 はこ の 時、 蓮 は忠 隣 の 子を 妊 も って い た。 生 まれ た

子 は 男 の子 で 袈 裟菊 丸 と名 付 けら れ た。 文 禄 二年 、 歳 久が 秀 吉の 命 によ っ

て 悲 劇 的最 期 を 遂げ る こと に なる が 、そ の 後 蓮と 袈 裟 菊丸 は 、歳 久 の従 兄

清 色 城 主入 来 院 重嗣 の 養子 、 入来 院 重時 に 預 けら れ た 。義 久 は細 川 幽斉 に

取 次 を 頼み 、 塔 之原 三 百石 を 袈裟 菊 丸に 馬 飼 料と し て 与え る こと を 許し て

も ら っ た。 そ し て蓮 は 入来 院 重時 の 後妻 と な った の だ った 。  

 

 忠 隣 の死 は 衝 撃的 で はあ る が、 今 は悲 嘆 に くれ て い る暇 は ない 。 秀吉 の

先 鋒 隊 は 、 一 日 で 追 い つ く 程 身 近 に 迫 っ て い る の だ 。 主 だ っ た 武 将 た ち は 、

着 替 え と夕 食 を 済ま せ 、一 息 入れ る と、 疲 れ た体 に 鞭 打っ て 、留 守 隊と 共

に 軍 議 を開 い た 。  

「 昨 夜 は、 先 鋒 隊が 八 代ま で 参っ た とい う こ とで ご ざ いま す 。さ す れば 関

白 殿 は 、今 夜 八 代で ご ざい ま しょ う 。十 何 万 とい う 兵 が我 等 の通 っ て来 た

険 し い 峠や 崖 っ ぷち の 細い 道 を通 っ ては 来 れ る筈 は あ りま せ ぬ。 多 分船 と

い う こ とに な り まし ょ う。 」  

「 船 を 用意 し て 、あ れ だけ の 軍勢 と もな り ま すと 、 こ こま で 十日 は 掛か り

ま す な 」  

「 い や 、今 ま で の動 き から 考 える と 、先 発 は もっ と 早 まり そ うじ ゃ 」  

「 ど ち らに し ま して も 、我 等 には 迎 え撃 つ 力 はあ り ま せぬ な 」  

 も と より 忠 永 は厭 戦 気分 で ある 。 これ は 降 伏す る し かな い と衆 議 一決 し

た の だ った 。  

 実 際 に、 秀 吉 はす で に十 九 日に 八 代に 到 着 して い た 。こ こ で四 日 の休 養

を と り 、そ の 間 に主 力 軍を 佐 敷（ 芦 北） に 集 結さ せ 陣 容の 改 編、 補 給を 行

っ た 。 ここ で 大 船団 が 編成 さ れ小 西 行長 、 脇 坂安 治 、 加藤 嘉 明ら が 指揮 を

と り 、 海路 を 阿 久根 か ら川 内 川河 口 へと 向 か った 。  

 秀 吉 は、 親 衛 隊と 陸 路を 南 下し 、 田之 浦 に 一泊 し て 、二 十 五日 佐 敷に 着

い た 。 この 夜 は 、帰 順 して 来 た人 吉 城主 相 良 頼房 を 謁 見し た 。  

 翌 二 十六 日 は 快晴 で あっ た 。用 意 され た 船 で、 不 知 火の 海 の景 色 を愛 で

な が ら 、ま だ 日 も高 い 内に 水 俣に 上 陸し た 。 相良 氏 の 旧臣 が 島津 軍 の十 八



の 首 を 献上 し 、 秀吉 は 満足 気 にそ れ を眺 め 、 感状 を 与 えた 。 また 博 多の 豪

商 神 谷 宗湛 が 、 陣中 見 舞い に 訪れ た 。 

 二 十 七日 朝 六 時、 秀 吉は 石 田三 成 以下 の 幕 僚に 神 谷 宗湛 も 加え て 、出 水

に 向 か って 出 発 する 。  

 秀 吉 が 出 水 に 向 か っ た と の 報 に 、 忠 永 は 緊 張 し た 。 す で に 日 向 の 義 久 は 、

秀 長 に 和議 を 申 し入 れ 受け 入 れら れ たと の 知 らせ も 受 けて い た。 こ の際 、

攻 め ら れて 帰 順 する よ りは 、 迎え に 出た ほ う が心 証 は よく な るの で はな い

だ ろ う か。  

 彼 は 供回 り 十 二人 と 、甲 冑 を着 け ずに 幟 、 旗各 一 本 と馬 印 を伴 っ て国 境

の 丘 に 駆け 登 っ た。 こ の日 は どん よ りと 曇 り 、今 に も 泣き 出 さん ば かり の

空 模 様 であ っ た 。  

 丘 の 上の 風 当 たり の 強い 中 を、 一 刻（ 二 時 間） も 待 った で あろ う か。 遠

く に 秀 吉の 一 行 が見 え た。 人 影を 認 識出 来 る ほど に な った 時 、忠 永 は大 き

く 白 旗 を 振 ら せ た 。 そ し て 少 し 坂 を 下 る と 、 馬 か ら 下 り て 道 脇 に 畏 ま っ た 。  

 秀 吉 の馬 印 が 止ま り 、赤 い 陣羽 織 の馬 上 の 武者 が 忠 永を 見 下ろ し た。  

 「 島 津又 太 郎 忠永 に ござ り ます る 。出 水 へ ご案 内 に 参上 い たし ま した 」  

 「 そ れは ご 苦 労で あ る」  

 頭 上 に野 太 い 大き な 声が し た。 は っと 見 上 げる と 、 美髯 を はね 上 げた 中

年 の 恰 幅の よ い 武将 で あっ た 。  

 「 は っは っ は 。殿 下 は船 じ ゃよ 。 船。 わ し は影 武 者 じゃ 。 まあ 似 ても 似

つ か ぬ 影武 者 じ ゃよ 。 はっ は っは 。 この よ う な海 縁 り の細 い 道を 殿 下が 通

ら れ る と思 う た か」  

 忠 永 の顔 色 が さっ と 変わ っ た。 た だ馬 印 の 動き を 見 ただ け の間 者 の通 報

を 鵜 呑 みに し て いた の は迂 闊 であ っ た。  

屈 辱 に 歪ん だ 顔 を家 来 が見 て いる の を気 に と める ゆ と りも な く、 忠 永は

無 言 で 先導 を つ とめ た 。  

秀 吉 は 米ノ 津 で 下船 し て、 影 武者 隊 と合 流 し た。 忠 永 は秀 吉 の前 に 平服

し て 、 再度 同 様 な口 上 を述 べ た。 屈 辱の 思 い は頂 点 に 達し て いた 。  

出 水 城 下に 入 っ た秀 吉 は、 稲 荷山 に 陣を 敷 く こと に し た。 得 意の 急 こし

ら え の 舘は 、 太 い柱 な ど金 に 任せ て の最 高 の 材質 で あ り、 夕 刻ま で に宿 舎

は 形 作 られ た 。 広間 の 上段 に は、 金 襴の 陣 羽 織を 羽 織 った 秀 吉が 、 無造 作

に あ ぐ らを か い てい る 。 忠 永は 、 それ ま で 考え て い た以 上 の、 金 二十 枚

と 米 五 百石 を 秀 吉に 献 上し た 上、 人 質と し て 、次 男 虎 松丸 を 差し 出 す旨 を

言 上 し た。 予 想 以上 の 秀吉 の 権勢 に 打ち ひ し がれ た 思 いで あ った 。 青ざ め

た そ の 顔は 、 一 族の 存 亡を 賭 けて 、 必死 の 表 情で あ る 。  

秀 吉 は 、本 来 の 気性 と して 一 戦も 交 えず 降 参 する よ う な武 将 は好 ま ない 。

し か し 、船 旅 を 楽し み 、影 武 者を 務 めた 近 習 の首 尾 に 大い に 満足 し てい た

秀 吉 は 、ご 機 嫌 であ っ た。 こ れら の 献上 品 に も満 足 で あっ た 。米 は この 大

軍 に は 何よ り の 必需 品 であ る 。  

「 う む 、う む 」 と軽 く 頷い た 秀吉 は 、三 間 も 下が っ て かし こ まっ て いる 忠



永 に 、 鷹揚 に 所 領を 受 け入 れ て、 忠 永の 所 領 を安 堵 す る旨 を 告げ た 。  

 そ れ から の 秀 吉は 出 水に 留 まり 、 悠々 と 茶 の湯 を 楽 しん だ り、 手 紙の 返

事 を 書 いた り し て、 先 に船 で 川内 （ せん だ い ）に 向 か った 主 力隊 の 報告 を

待 っ て いた 。 島 津氏 の 全面 降 伏は 疑 いな い と 思っ て い たの だ 。  

 と こ ろが 平 佐 城主 桂 忠眆 （ ただ あ きら ） が 城に た て 籠も っ て、 頑 強に 抵

抗 し て いる と 早 馬が 知 らせ て 来た の だ。 忠 眆 は、 新 納 忠元 ら と肥 後 から 人

吉 、 大 口を 経 て 二十 四 日に 平 佐に も どっ た ば かり で あ った が 、兵 三 百を も

っ て 秀 吉全 軍 を 迎え 撃 とう と して い た。  

 入 来 清色 城 主 入来 院 重時 は 、信 頼 する 家 臣 数十 人 と とも に 平佐 城 に入 城

し た 。 近隣 の 豪 族や 、 百姓 も それ に 加わ っ て 、山 よ り の平 地 にあ る ただ の

丘 に す ぎな い 平 佐城 に たて 籠 もっ た のだ 。 そ んな 小 城 を小 西 行長 、 脇坂 安

治 、 九 鬼嘉 隆 な どの 名 うて の 将が ， 大軍 を 率 いて 取 り 囲ん だ 。そ し て二 十

八 日 に は、 壮 絶 な死 闘 が繰 り 広げ ら れた の だ った 。  

 抗 戦 する 桂 忠 眆に 手 こず っ てい る とい う 意 外な 報 告 に、 秀 吉は 立 ち上 が

る と 、  

 「 猪 才な 者 共 め。 一 気に 押 しつ ぶ せ。 総 攻 撃じ ゃ 。 わし も 川内 に 参る

ぞ 」  

と 大 声 で叫 ん だ 。  

 秀 吉 は川 内 河 口に 軍 を集 結 させ 、 川の 北 岸 の丘 に 大 軍を 配 備す る よう に

命 じ た 。そ し て 次々 に 兵を 上 陸さ せ 、攻 撃 の 準備 を 整 えた が 、そ の 諸隊 の

陣 地 た るや 十 二 粁四 方 にも 及 んだ と いわ れ る 。  

 秀 吉 は忠 永 も 引き 連 れ出 水 を出 立 した 。 そ して 阿 久 根に 一 泊、 高 城（ た

き ） に 一泊 し 、 五月 三 日に は 川内 の 泰平 寺 に 本陣 を 敷 いた 。  

 川 内 は古 代 に 薩摩 の 国府 の 置か れ た地 で あ り、 総 州 家六 代 太守 師 久、 七

代 太 守 伊久 の 居 城の あ った 北 薩の 中 心地 で あ る。 こ こ まで を 秀吉 に 押さ え

ら れ た とい う こ とは 、 義久 、 義弘 に 決定 的 な 敗北 感 を 与え た 。  

 五 日 夕、 日 向 の豊 臣 秀長 よ り、 島 津氏 が 降 伏を 申 し 出た と の知 ら せが 入

っ た 。 ここ に 秀 吉は 全 軍に 休 戦命 令 を出 し た のだ っ た 。  

 

 義 久 は死 を 覚 悟し て 鹿児 島 に退 い てい た 。 そし て 秀 吉に 降 伏し 謁 見す る

た め 、 五月 六 日 鹿児 島 を発 っ た。  

義 久 は 途中 、 伊 集院 に ある 母 雪窓 の 墓に 参 っ た。 墓 前 に額 ず くと 暫 く身

動 き 一 つし な か った 。 まだ 十 才の と き、 忽 然 と散 っ た 美し い 母に 対 する 秘

か な 思 いが 、 死 を覚 悟 した 彼 に取 ら せた 行 動 だっ た 。 母は 入 来清 色 城主 入

来 院 重 聡の 愛 娘 であ っ た。 こ の雪 窓 院へ 参 る のは 、 母 の三 十 三回 忌 のと き

以 来 の 十一 年 振 りで あ る。 そ の当 時 は男 盛 り で充 実 し 、自 信 に満 ち 溢れ て

い た 。 たっ た 三 ヶ月 前 まで は 、九 州 統一 も あ と一 息 と 思わ れ た。 そ れが こ

の 尾 羽 打ち 枯 ら した 様 はど う だろ う 。従 い 着 いて く る 者は 、 たっ た の十 余

人 で あ る。  

 義 久 は、 近 く の禅 寺 の住 職 に頼 み 、雪 窓 院 の堂 内 で 得度 、 剃髪 し 僧籍 に



入 っ て 龍伯 と 号 した 。  

 五 月 八日 、 い よい よ 秀吉 に 拝謁 で ある 。 当 日の 泰 平 寺の 境 内に は 、新 し

い 陣 幕 が張 り 巡 らさ れ 、白 砂 が敷 き つめ ら れ た。 秀 吉 は居 並 ぶ諸 将 の中 央

の 床 几 に腰 を 下 ろし て いる 。 義久 に は、 供 は 小姓 一 人 、丸 腰 でと い う条 件

で あ っ た。 墨 染 めの 衣 を纏 っ た義 久 は、 秀 吉 の前 に 跪 いた 。  

 「 そ の方 、 度 々の 公 儀申 し 付け に も関 わ ら ず、 刃 向 かい し こと 不 届き 千

万 で あ る。 本 来 なら ば 切腹 申 しつ け ると こ ろ なれ ど 、 鎌倉 ど のよ り 続き た

る 家 柄 を絶 や す のも 如 何と 存 じた る 故、 一 命 は安 堵 し て使 わ す」  

 秀 吉 は、 彼 の 目前 に 悄然 と 座し て いる 義 久 に大 声 で 告げ た 。  

「 こ れ まで の 不 心得 、 深く お 詫び い たし ま す る。 存 分 のご 処 分あ っ てし か

る べ き と心 得 ま すに 、 一命 を お助 け くだ さ い ます 由 、 今後 は 身命 を 賭し て

忠 節 を 尽く す も のに ご ざり ま する 」  

 流 石 に天 下 を 掌握 し た秀 吉 であ る 。人 と な りを 見 抜 くこ と は天 才 的で あ

っ た 。 義久 が た だ者 で はな い こと 、 裏表 の あ る卑 怯 な 人物 で はな い こと を

感 じ る と、 忽 ち 味方 に 引き 入 れる こ とに す る のだ っ た 。彼 は つと 立 ち上 が

っ て  

 「 こ れへ 、 こ れへ 」  

と 義 久 を招 き 寄 せ、 腰 に帯 び てい た 大小 を 抜 き取 る と 、大 刀 の方 を 差し 出

し て こ れを 授 け た。 酒 は先 ず 秀吉 が 啜っ て み せ、 そ れ を義 久 に与 え た。  

 義 久 は、 自 分 の敵 将 に対 し て行 っ てき た 仕 打ち と の 相違 に 、目 か ら鱗 が

落 ち る 思い で あ った 。 そし て この 小 柄な 男 の 放つ 不 思 議な オ ーラ に 魅了 さ

れ た の だっ た 。  

 翌 日 、義 久 は 人質 と して 娘 の亀 寿 と義 弘 の 子で 自 分 の養 子 にし て いた 久

保 を 差 し出 し た 。代 わ りに 秀 吉は 義 久に 薩 摩 一国 を 与 える と いう 朱 印状 を

渡 し た 。  

 降 伏 が受 け 入 れら れ た以 上 、も は や無 駄 な 戦死 者 を 出し て はな ら ない 。

義 久 は 桂忠 眆 に 降伏 を 命じ る 早馬 を 送っ た 。 忠眆 も 主 命な ら ば致 し 方な い

と 、 つ いに 開 城 に応 じ たの だ った 。  

 翌 日 、桂 忠 眆 が拝 謁 にま か り出 た 。秀 吉 は 孤軍 奮 闘 した 忠 眆の 勇 気を 褒

め て 、 名刀 宝 寿 を授 け た。 島 津の 武 将は 、 初 めて 接 し た秀 吉 の磊 落 な心 の

広 さ に 驚き 感 じ 入っ た 。  

 そ の 後秀 吉 は 、北 薩 を横 断 して 曽 木に 至 り 、義 弘 は そこ で 謁見 し た。 義

弘 の 弟 歳久 は 、 病を 口 実に つ いに 拝 謁に ま か り出 る こ とは な かっ た 。こ の

事 が 後 の悲 劇 に つな が ると は 誰が 気 付い た で あろ う 。  

秀 吉 は 大隅 を 義 弘に 、 日向 諸 県郡 を 久保 に 与 えた 。 そ の後 大 口ま で 行っ

た 。 そ こで 新 納 忠元 を 謁見 し 、敵 な がら 勇 気 ある 活 躍 に褒 美 を与 え た。  

 こ の 時 も 、 秀 吉 は 気 さ く に 後 に 立 て か け て あ っ た 槍 の 白 刃 の 穂 を 外 し て 、

忠 元 を 近く に 寄 らせ て 授け た のだ っ た。 帰 っ て若 者 ど もに 様 子を 聞 かれ た

忠 元 は 、  

 「 我 等が 敵 対 で来 る よう な お方 で はな い 。 本当 に 恐 ろし く て体 が 震え



た 」  

と 言 っ た。  

 秀 吉 は、 博 多 に立 ち 寄り 、 そこ の 復興 を 命 じた の ち 、京 都 へ戻 っ たの だ

っ た 。 今ま で の 歴戦 の 経験 か ら、 義 弘を は じ め諸 将 は 、思 い 掛け ぬ 秀吉 の

寛 大 さ に深 く 恩 義を 感 じた の であ っ た。 彼 ら は未 だ 秀 吉に 、 大量 の 人命 を

虫 け ら の如 く 踏 み潰 し 得る 冷 酷さ が 培わ れ て いる こ と を体 験 して い ない 。  

 秀 吉 が去 り 、 再び 島 津の 支 配下 に なっ た 薩 摩で あ っ たが 、 人心 は 旧に 復

し た 訳 では な か った 。  

 出 水 の忠 永 は 、そ の まま 旧 領を 安 堵さ れ て いた が 、 豊臣 軍 と一 戦 も交 え

る こ と なく 降 参 した こ とに 、 周囲 の 眼は 冷 た かっ た 。  

 そ も そも 高 田 城で 迎 撃し て 守れ と の命 令 に も関 わ ら ず放 棄 した と は何 事

か 。 島 津征 久 、 新納 忠 元ら が 、す ぐ 近く で 戦 って 踏 ん 張っ て いた と き、 何

の 力 に もな っ て やら な かっ た では な いか 。 義 久、 義 弘 が秀 長 に和 を 乞う た

か ら と 言っ て も 、そ れ は戦 っ て、 立 ち上 が れ ない ほ ど の損 害 を被 っ たか ら

で あ っ て、 戦 力 があ れ ばも っ と頑 張 った に 相 違な い 。  

忠 永 に 引き か え 桂忠 眆 、新 納 忠元 は どう だ ろ う。 果 敢 な働 き に対 し  

「 敵 な がら 天 晴 れと 関 白様 も お褒 め にな っ た 。見 上 げ たも の だ」  

と 巷 間 でも 話 題 にな っ てい る 。  

 こ う した ひ そ ひそ 話 は、 忠 永と 平 御前 の 間 にも 微 妙 な影 を 落と し た。 平

御 前 と して は 、 例え 一 矢た り とも わ が子 忠 隣 の恨 み に 報い て ほし か った 。

一 戦 も 交え な か った の では 、 父義 久 にも 申 し 訳な い で はな い か。  

「 忠 永 殿 、 あ な た の ご 決 断 で 、 我 等 は 無 事 に 過 ご す こ と が 出 来 ま し た な あ 。

そ れ は 有難 い こ とと は 存じ ま すが 、 平と し て は、 や は り一 矢 報い て ほし ゅ

う ご ざ いま し た 。過 ぎ たこ と を愚 痴 言う て も 詮無 い こ とと は 、重 々 存じ て

お り ま すが な あ 」  

 自 尊 心が 強 く 繊細 な 神経 の 主忠 永 自体 、 降 伏の と き の人 知 れぬ 屈 辱を 思

い 出 す と、 身 の 置き 所 もな い ほど の 悔し さ に 震え た 。 彼は 寡 黙に な り、 気

性 も 荒 くな っ た 。そ し て、 義 弘や 諸 将の 前 に 出る こ と を恐 れ るよ う にな っ

た 。 叱 責を 受 け ずと も 、刺 あ る視 線 に包 囲 さ れる こ と は確 実 と思 わ れた 。

忠 永 は 、義 弘 を 憚っ て 、名 字 を出 水 を縮 め て 泉と し 、 忠永 改 め忠 辰 （た だ

と き ） 、泉 又 太 郎忠 辰 と名 乗 るこ と にし た の であ る 。  

 こ う して 出 水 の城 に 閉じ こ もっ た 忠辰 は 、 興味 を 眼 前の 海 に向 け た。  

 出 水 の前 に 横 たわ る 湖の よ うに 穏 やか な 不 知火 の 海 には 、 近く は 長島 、

そ の 先 には 複 雑 な海 岸 線を 持 つ美 し い天 草 の 諸島 が 横 たわ っ てい る 。そ の

影 に 潜 む水 軍 た ちは 、 倭寇 、 海賊 と も呼 ば れ る神 出 鬼 没の 者 ども で ある 。

彼 ら は 、出 水 や 阿久 根 に寄 港 して 、 安全 と 引 換え に 略 奪し て きた 明 や南 蛮

の 品 な どを 献 上 する 。 それ は 忠辰 の 財政 を 陰 なが ら 潤 わせ る とと も に、 彼

に 南 蛮 の品 や 味 を通 し てま だ 見ぬ 遠 い国 々 を 夢見 る 楽 しみ を 与え て いた 。

ギ ヤ マ ンの 杯 に 赤い 酒 。そ こ には こ の重 苦 し い日 々 を 忘れ さ せる 何 かが あ

り そ う であ る 。  



 

 秀 吉 は、 薩 摩 から 戻 る途 中 博多 に 立ち 寄 っ た時 、 突 然キ リ シタ ン の禁 教

令 を 発 し、 宣 教 師を 追 放し た 。表 面 的に は 突 然で あ っ ても 、 その 原 因は い

ろ い ろ 考察 さ れ る。 キ リス ト 教弾 圧 の原 因 は 慶長 一 年 八月 (一 五 九 六 年十

月 )、 サ ンフ ェ リー ペ 号が 土 佐 の浦 戸 (高 知 県 )に 漂 着 。乗 組 員フ ラ ン シス

コ ・ デ ・サ ン タ が、 キ リス ト 教を 広 げる こ と によ っ て 、信 者 の地 を 植民 地

化 す る と い う ス ペ イ ン の 植 民 地 政 策 に 言 及 し た こ と に よ る と さ れ て い る が 、

そ れ よ りも 十 年 近く 前 の話 で ある 。 秀吉 は 北 九州 の 状 況を 目 にし て から 、

南 蛮 人 の目 的 を 肌で 感 じ取 っ たの だ ろう 。  

布 教 は 禁じ て も 、外 国 貿易 を 独占 し て莫 大 な 利益 を 求 めて い た秀 吉 であ

っ た 。 明か ら の 抗議 も あっ て 、明 船 の安 全 を 守る た め 、天 正 十六 年 七月 八

日 厳 し く海 賊 （ 倭寇 ） を取 り 締ま る よう 大 名 に命 令 し た。  

 し か し忠 永 は 、特 に 手を 下 し弾 圧 する こ と はな か っ た。 翌 年四 月 、石 田

三 成 、 細川 幽 斉 が島 津 義弘 に 督促 し たの で 、 義弘 は 老 臣伊 地 知増 也 に出 水

の 海 賊 の捕 獲 を 命じ た のだ っ た。 こ のよ う な 処置 を 必 要と し たこ と は、 忠

永 の 怠 慢で あ る 。こ れ は秀 吉 にも 義 弘に も 忠 永に 対 す る不 信 の念 を 深め さ

せ る こ とに な っ た。  

 

 自 分 の成 功 に 神が か り的 な 自信 を 持っ て い た秀 吉 は 、九 州 平定 の 計画 以

前 か ら 、海 外 制 覇を 夢 見て い た。 彼 は、 折 々 に側 近 に その 旨 を洩 ら して 、

朝 鮮 王 や植 民 地 の総 督 など に 入貢 す るよ う 手 紙を 出 し てい た のだ 。  

 天 正 十九 年 十 月、 小 田原 の 北条 氏 を滅 ぼ し て、 日 本 統一 を なし 遂 げた 秀

吉 は 、 九州 征 伐 の延 長 のよ う な感 覚 で、 朝 鮮 出兵 を 命 じた 。 そし て 九州 の

大 名 た ちに 肥 前 名護 屋 に築 城 を急 が せた 。  

 こ の 年の 暮 れ 、秀 吉 は関 白 職を 養 子秀 次 に 譲っ て 、 太閤 を 称す る こと に

な る 。  

 

 義 久 は 手 勢 を 連 れ て 名 護 屋 に 行 き 、 諸 大 名 と 共 に 築 城 工 事 に 従 っ て い た 。

途 中 一 旦鹿 児 島 に戻 っ た六 十 才の 義 久は 、 間 もな く 病 に臥 せ り、 代 わり に

義 弘 が 名護 屋 へ 赴い た 。し か しそ の 義弘 も 、 翌年 の 正 月に は 朝鮮 出 兵の 準

備 の た め栗 野 城 に戻 ら ねば な らな か った 。 義 久、 義 弘 、久 保 、忠 元 に渡 海

命 令 が 出さ れ た のだ 。 寛大 と 思わ れ た秀 吉 の 彼ら に 対 する 処 置は 、 この こ

と を 念 頭に お い ての こ とだ っ たろ う か。  

 軍 役 は九 州 、 四国 の 大名 に は高 一 万石 に つ き兵 六 百 を、 中 国は 五 百、 畿

内 は 四 百、 東 海 は三 百 とい う よう に 、朝 鮮 と の位 置 関 係で 決 めら れ 、膨 大

な 兵 粮 の徴 集 も 命じ ら れた 。 島津 義 久は 兵 一 万五 千 を 申し つ けら れ た、 島

津 の 支 配下 で あ るこ と を認 め た琉 球 にも 兵 七 千と 十 ヵ 月分 の 食料 が 課せ ら

れ た 。  

 し か し、 島 津 氏の 領 内は ま だ先 年 の戦 の 消 耗が 大 き く、 こ の莫 大 な動 員

に 応 ず るこ と は とて も 不可 能 であ っ た。 結 局 何と か 兵 一万 に 、琉 球 は食 料



だ け に 減免 し て もら っ たも の の、 そ れと て お ぼつ か な い状 態 であ っ た。  

 三 月 一 日 が 秀 吉 出 陣 と 決 ま っ た 。 諸 大 名 は 競 っ て 美 々 し く 隊 列 を 整 え て 、

名 護 屋 に参 集 す る。 義 久は 体 調が 思 わし く な く、 取 り あえ ず 義弘 と その 子

久 保 が 対馬 に 渡 海す る こと に なっ た 。 

 二 月 二十 七 日 栗野 で 兵を 募 り出 発 した が 、 義弘 に 従 う者 は 二十 三 騎に 過

ぎ な か った 。 大 口で 久 保、 新 納忠 元 と合 流 す るが 、 忠 元も 病 気で 子 の忠 増

が 出 陣 する こ と とな っ た。 こ うし て 態勢 は 何 も整 わ ぬ まま 、 後続 を 頼み に

出 発 し たの で あ った 。  

 義 弘 の一 行 は 貧し い 民家 に 泊ま っ たり 、 小 さな 舟 で しぶ き に濡 れ なが ら

川 を 渡 った り 、 雨の 中 、焚 く 薪も な い小 さ な 民家 で 、 濡れ た いら く さを 燃

や し て 狸の よ う に燻 さ れた り と散 々 な目 に 合 いな が ら 、よ う やく 三 月二 十

日 名 護 屋に 着 い た。 す でに 築 城の た めに 名 護 屋に 来 て いた 本 田因 幡 守、 町

田 出 羽 守が 出 迎 えた 。 これ ら の手 勢 を集 め て も、 と て も一 万 には 程 遠か っ

た 。 し かも 夜 こ っそ り と帰 国 して し まう 者 も いた の だ 。  

 先 発 隊小 西 行 長ら は 、す で に三 月 十二 日 に は対 馬 に 集結 し てい た 。島 津

軍 は 四 月七 日 、 壱岐 ま では 渡 るこ と が出 来 た 。し か し 後続 部 隊は 全 然来 な

い 上 、 対馬 に 渡 る船 も なか っ た。  

 漸 く 敷根 藤 左 衛門 の 船一 艘 が回 っ て来 た の で、 十 七 日久 保 が先 ず 対馬 に

渡 っ た 。折 り 返 しを 待 って 二 十一 日 義弘 も 渡 った 。 四 〇日 も 遅れ た 到着 だ

っ た 。 しか し 後 の家 来 ども は 置き 去 りで 、 平 戸ま で 使 いを や って 、 やっ と

二 艘 の 船を 借 り て渡 っ たと い う情 け ない 有 り 様だ っ た 。  

  出 水の 島 津 忠辰 に も秀 吉 から 朝 鮮出 撃 の 命令 が 下 った 。 義弘 の 指揮 の

も と で 参戦 す る よう に とい う こと で あっ た 。 出陣 す る こと に 文句 を 付け る

わ け で はな い が 、義 弘 の下 で 生死 を 懸け て 戦 うと い う こと に 、忠 辰 には 強

い 反 発 があ っ た 。義 弘 の忠 辰 に対 す る不 信 、 反感 は 十 分分 か って い たか ら

で あ る 。戦 の 消 耗を 受 けな か った 彼 は、 ゆ っ くり と 万 全の 準 備を し た。 立

派 な 船 で六 百 の 兵を 率 いて 、 阿久 根 の港 か ら 朝鮮 を 目 指し た 。  

そ し て 彼は 秀 吉 に手 紙 を書 い た。  

 「 私 は太 閤 様 が薩 摩 に御 下 向の み ぎり に は 真先 に ご 協力 い たし ま した 。

こ の 度 のご 征 伐 に参 戦 いた し ます こ とは 、 誠 に誇 り と する と ころ で あり ま

す 。 願 わく ば 、 義弘 の 配下 で はな く 、殿 下 の 直接 の 部 下と し て働 か せて 下

さ い 」  

 し か し秀 吉 は 、こ う した 我 が儘 な 申し 出 は 大嫌 い で あっ た 。与 え られ た

部 署 で 最善 を 尽 くす こ とが 肝 要な の であ る 。 大体 何 も 刃向 か うこ と なく 降

参 し た こと 自 体 、主 君 に何 の 忠義 も 行っ て い ない こ と の証 明 であ る 。最 初

の 手 紙 は握 り つ ぶさ れ た。  

 忠 辰 は、 他 の 大名 軍 と集 結 する こ とな く 、 直接 壱 岐 、対 馬 と進 み 釜山 に

着 い た 。そ こ で 前回 と 同様 な 手紙 を 再度 秀 吉 に送 っ た 忠辰 は 、病 気 だと

偽 っ て 、上 陸 せ ずに 乗 船し た まま 秀 吉の 返 事 を待 っ た 。  

 



 義 久 もや っ と 腰を 上 げた 。 五月 十 八日 串 木 野を 出 港 し甑 島 を経 て 、六 月

五 日 名 護屋 に 着 いた 。 そし て 翌日 、 石田 三 成 らと 壱 岐 に渡 っ た。 そ して そ

の 直 後 の十 五 日 、秀 吉 に衝 撃 を与 え た梅 北 国 兼の 反 乱 が起 き たの だ 。  

 梅 北 国兼 は 大 隅湯 尾 の地 頭 で、  

「 こ の 朝 鮮 征 伐 の 戦 は 無 謀 な ば か り で な く 、 重 い 軍 役 は 堪 え が た い も の だ 、

太 閤 を 倒さ ね ば 郷里 は 救わ れ ない 」  

と 思 っ た。 そ れ で秀 吉 を斬 ろ うと 島 津の 家 臣 に呼 び か けた の だ。  

 入 来 院重 時 に も義 弘 から 出 陣の 命 令が あ っ た。 し か し重 時 も病 気 とい う

こ と で 、渋 谷 一 族の 入 来院 重 興と 家 老の 東 郷 重彰 に 兵 百五 十 を二 隊 に分 け

て 出 発 させ た 。 重興 は 朝鮮 に 赴き 義 弘の 下 で 働い た が 、重 彰 は梅 北 国兼 に

同 調 し た。  

 国 兼 らは 、 佐 敷城 を 陥れ 、 八代 へ と北 上 し た。 し か し同 調 者の 田 尻荒 兵

衛 父 子 は撃 退 さ れ二 百 の兵 と とも に 討死 し た 。佐 敷 城 にい た 国兼 は 酒宴 の

席 で 、 偽っ て 陣 中見 舞 いと し て来 て いた 留 守 隊の 者 に 殺害 さ れた と いわ れ

て い る 。東 郷 重 彰及 び その 部 下全 員 は追 撃 隊 によ っ て 佐敷 で 殺さ れ た。 国

兼 の 妻 は名 護 屋 の刑 場 に引 き 出さ れ 火あ ぶ り にか け ら れた 。  

 入 来 院重 時 に 厳命 が 下っ た 。東 郷 重彰 の 父 重定 と 部 下七 十 五人 の 家族 全

員 を 誅 し、 そ の 首を 差 し出 せ との 命 であ っ た 。渋 谷 氏 が関 東 から 下 向し て

以 来 、 この よ う な苛 酷 な処 罰 が行 わ れた こ と はな か っ た。 信 長、 秀 吉の 行

っ て き た残 酷 さ が、 こ の薩 摩 に持 ち 込ま れ 、 行わ れ た のだ っ た。 こ の事 件

は 深 く 秘さ れ 、 未だ に 地元 で も知 る 人も な い 。  

 し か しこ の 処 罰で 全 てが 終 わっ た ので は な かっ た 。 梅北 の 反乱 の 中に 、

義 久 、 義弘 の 弟 歳久 の 部下 が 大勢 い たと い う こと で 、 秀吉 は 義久 に 、歳 久

の 首 を 差し 出 す よう 厳 命し た のだ 。  

 こ の 辛い 命 を 受け た 義久 は 、桜 島 の雄 姿 を 臨む 竜 ヶ 水に 於 いて 歳 久を 死

に 追 い やっ た 。 歳久 の 首は 一 条戻 り 橋に 曝 さ れた 。  

 

 戦 い の当 初 は 日本 軍 が優 勢 で、 朝 鮮の 二 王 子を 捕 虜 にす る など 、 奥深 く

進 軍 し たの だ が 、や が て明 軍 の応 援 隊が 到 着 する と 形 勢は 逆 転し た 。そ れ

に 水 軍 は圧 倒 的 に朝 鮮 が強 く 日本 軍 は補 給 路 を断 た れ るこ と もし ば しば と

な っ て いた 。  

 秀 吉 は七 月 に 母北 政 所が 亡 くな っ て伏 見 に 帰り 、 名 護屋 に 戻っ た のは 十

月 で あ った 。 そ の頃 か ら日 本 軍は 暫 時撤 退 が 始ま っ て いた 。 一際 寒 い朝 鮮

に 出 兵 して い た 兵士 た ちは 、 食料 の 欠乏 に 悩 まさ れ る よう に なっ て いた 。

三 月 前 とは 様 相 がす っ かり 変 って し まっ て い る。  

 正 月 にな っ た 。京 城 は飢 饉 であ っ た。 秀 吉 は焦 っ て 三月 に は自 分 も渡 海

す る と 宣言 し 、 船を 回 すよ う 求め た が、 船 舶 の不 足 に 加え て 船頭 も 病死 者

が 多 く 、な か な か命 令 通り に は行 か ない 。 朝 鮮民 衆 の 反感 も 相当 き びし い

も の が ある 。 日 本兵 の 中に も 逃亡 す るも の も 増え て 来 てい た 。四 月 も半 ば

と も な ると 、 和 平を 模 索す る 動き も 出始 め た 。  



 こ ん な中 で は 、臆 病 者ほ ど 秀吉 の 逆燐 に 触 れる も の はな か った 。 五月 一

日 、 消 極的 な 三 武将 を 厳罰 に 処す る との 布 告 が、 全 軍 にな さ れた 。 すな わ

ち 大 友 豊後 守 、 波多 三 河守 、 島津 忠 辰の 三 氏 に対 し て のも の であ る 。そ れ

ぞ れ の 武将 は 捕 らえ ら れ、 毛 利、 黒 田、 小 西 の諸 武 将 の陣 に 預け ら れた の

だ っ た 。  

 同 日 、島 津 軍 の主 将 義弘 に も、 忠 辰の 知 行 は召 し 上 げ、 小 西行 長 に預 け

る 旨 の 秀吉 か ら の信 書 が届 け られ た 。 

 小 西 行長 の 陣 に預 け られ た 忠辰 は 、唐 島 に 幽閉 さ れ たが 、 まも な く病 没

し た 。 病没 と い うの も 不自 然 なこ と であ る し 、忠 辰 の 妻と 子 が名 護 屋で 処

刑 さ れ たと い う から に は、 本 人は 毒 殺ま た は 詰め 腹 を 切ら さ れた の であ ろ

う 。 今 はた だ 忠 辰の 妻 虎の 墓 らし き もの が 名 護浦 に ひ っそ り とあ る ばか り

で あ る とい う 。  

 

 文 禄 二年 の 夏 は、 こ との 他 暑か っ た。 ギ ラ ギラ と し た陽 射 しの 中 を悄 然

と 一 団 の軍 船 が 福の 江 港に 帰 港し た 。今 は 亡 き忠 辰 の 遺骨 を 守っ て 、戻 っ

て 来 た 家臣 た ち であ っ た。 し かし 彼 らに は 迎 える 群 集 もな く 、戻 る べき 城

も す で にな か っ た。  

 新 代 官と し て 、肥 前 唐津 城 主高 島 新蔵 が 着 任し 、 忠 辰の 一 族や 家 臣は 全

て 追 放 され て い た。  

 家 臣 たち に は 、帰 る べき 家 もな か った 。 薩 州家 代 々 の菩 提 寺に 埋 葬す る

こ と も かな わ な かっ た 忠辰 の 遺骨 は 、藪 蚊 の 群れ る 塚 に葬 ら れた 。 そし て

最 後 ま で遺 骨 と 共に あ った 家 臣た ち は、 そ の 近く で 追 腹を 切 って 無 念の 自

害 を し たと い う 。  

 今 に 残る 三 百 塚で あ る。  

 

こ う し て薩 州 宗 家島 津 氏は 断 絶し た 。 

 

忠 辰 の 領地 は 細 川幽 斎http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E

5%B7%9D%E5%B9%BD%E6%96%8Eと石 田三 成 に 分与 さ れ た。  

 忠 辰 の三 人 の 弟は 、 出水 で 捕ら え られ た 。 母平 は 義 久の 娘 であ り 、子 供

た ち は 義久 の 外 孫で あ る。 三 人は 宇 土の 小 西 行長 の 城 に預 け られ た 。平 は

九 年 後 の慶 長 七 年、 上 井（ 国 分） で 亡く な っ たこ と が 、入 来 村史 に 載っ て

い る 。  

 中 の 弟 忠 富 は 、 十 五 才 で あ っ た 。 翌 年 小 西 行 長 に 従 っ て 朝 鮮 に 戦 っ た が 、

そ の 後 義弘 に 仕 えた 。 慶長 五 年、 関 が原 で は 最後 ま で 義弘 の 身近 に いて 彼

を 守 っ た 。 こ の 時 、 入 来 院 重 時 は 戦 死 し た が 、 彼 に は 男 の 子 が い な か っ た 。

義 弘 は 慶長 十 一 年、 重 時と 、 彼が 再 婚し た 歳 久の 娘 蓮 との 間 に生 ま れた 鶴

が 十 三 才に な っ たの を 機に 、 忠富 を 入来 院 家 の養 子 に して 娶 わせ た 。忠 富

は 、 名 を重 高 と 改め 入 来院 家 十六 代 を嗣 い だ 。  

 重 高 も鶴 も 、 奇し く も入 来 院十 一 代重 聡 の 玄孫 に 当 たる 。  



  

 か く て薩 州 島 津家 は 断絶 し たが 、 入来 院 宗 家と し て 連綿 と 入来 の 地に 現

代 ま で 続く の で ある 。  


